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研究成果の概要（和文）：本研究は、１．奥義抄の伝本研究、２、新出歌学書の研究、３、２を踏まえた平安末
期歌学史の研究、の三課題から成る。１については、平安末期以降書写の古鈔本、江戸初期書写の伝本を調査
し、後者については、主要な伝本を成果報告として刊行した。古鈔本についての調査は完了し、刊行に向けての
最終作業を行っている。２については、疑開和歌抄、口伝和歌釈抄等、平安中期に成立した歌学書の発見を受
け、平安末期成立の歌学書とどのような連続性、非連続性を有するかという観点からの検討を行い、口伝和歌釈
抄については、その成果報告を刊行した。３については、対象となる和歌童蒙抄の注解を完成し、現在その注解
刊行に向けて作業中である。

研究成果の概要（英文）：This subjects of this research are as follows. 1 is the text research on 
Ogisyo, 2 is research on the new material text of study on waka, 3 is research of study on waka in 
late Heian period. 
About 1, we already finished to research of old text in early medieval times and now they will be 
published in a few years. we have published about manuscript in early modern time in 2016, 2017. 
About 2, we analyzed the Gikai-wakasho and Kuden-wakasyakusyo and others from the perspective 
continuity and discontinuity with early Heian period. As Kuden-wakasyakusyo, we have published the 
annotation of it. About 3, We have completed the annotation manuscript of Waka-domosyo and working 
for publication in Feb. 2019.
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１．研究開始当初の背景 

堀河院歌壇期から平安末期にかけて、多

数の歌学書が書かれた。俊頼髄脳の如く、

歌学説や和歌説話を含む形態の歌学書は、

六条家歌人によって奥義抄、袋草紙、さら

には顕昭の一連の歌学書など、いわゆる歌

学としての性格を前面に示す書へと展開し

てゆき、他方、和歌童蒙抄、和歌色葉など、

平安中期の学説をも網羅的に受容した歌学

書も現れる。 

歌学書は、歌を詠む際の知識を書き記し

たものであり、あくまでも詠歌の基礎とな

る知識に過ぎないとされ、いわゆる芸術論

としての歌論の下位に位置付けられてきた

とも言えよう。しかし、例えば和歌の精華

とも言える新古今和歌集の基盤に、歌学は

どのように機能したのかについての考察は

十分ではなく、その結果、文学としての和

歌との回路が明確にされたとは言いがたい

状況であった。 

本研究は、堀河院歌壇期から平安末期に

至る歌学書を再検討し、和歌と歌学の回路

を結ぶことを企図するものであった。 

この作業を進める際に対象とすべき歌学

書は、第一に奥義抄であった。奥義抄にお

いては、いかに詠むべきかが、例示された

被注歌に関わる知識を提示するという方法

によって示され、表現法や素材に関わる直

截な知見の提示になっていない。知識の提

示によって詠歌の方向性を示すという叙述

のあり方が、清輔の意図をわかりにくくさ

せているのである。その困難を越えるため

に必要な作業は、奥義抄の説を、一旦平安

末期の歌学書の中に置いてみること、すな

わち、他の歌学書との比較分析である。 

しかし、奥義抄に先行する歌学書につい

ては、俊頼髄脳を除いては、先行研究に乏

しい上に、テキスト研究自体も進んでいな

かった。このような状況の下、近年、いく

つかの歌学書が発見された。例えば冷泉家

から発見された口伝和歌釈抄は、その表紙

に「口傳和謌釋抄 奥義抄之類也」と墨書

する。また 1989 年に紹介された別本童蒙抄

は、綺語抄等の歌学書に近い叙述方式をと

るが、これについても、確かな位置づけは

行われていなかった。また 2008 年に報告さ

れた疑開和歌抄は、和歌童蒙抄の依拠資料

であることが確実視され、両テキストを比

較分析すると、その関係は、予想を遥かに

上回る根本的なものであった。しかし、そ

の後の研究は順調とは言えない。その理由

の一つが、疑開和歌抄と基盤を同じくする

歌学書群の総合的な研究、及び、相互の位

置関係を明らかにすることが困難であった

ためである。 

別本童蒙抄、疑開抄、口伝和歌釈抄など

新出の歌学書と、既知の歌学書である能因

歌枕、綺語抄、隆源口伝などを含めた総合

的な検討が必要であるが、それはまず、テ

キスト研究から必要であった。 

歌学書テキストについては、日本歌学大

系がその基本的なものであり、その重要性、

歴史的意味は極めて重大である。しかし、

その依拠本文は主として近世の写本であり、

また、恣意的な本文の補入、改変も認めら

れた。俊頼髄脳については、テキスト研究

が進められて来たが、奥義抄、和歌童蒙抄、

和歌色葉など、重要な古鈔本の存在する作

品については、まずそれを公刊することが

必要であった。研究代表者の黒田は、すで

に鎌倉期書写の和歌色葉の影印本を公刊し

ており(『上野本和歌色葉』1985 年)、また

2005 年から続けている和歌童蒙抄の注解

においても、唯一の古鈔本である前田育徳

会尊経閣文庫蔵本を使用してきた。平安末

期の重要な歌学書について、上記二作品と

共に重要な奥義抄の本文研究は、避けるこ

とのできない課題であった。 

そこで、まず奥義抄の完本である近世書

写本及び版本の調査を行い、一類本といわ



れるこれらの写本群をデータ化し、伝本ご

とに公刊することとした。その上で、同時

に、古鈔本である、藤原定家筆本(天理図書

館蔵)、伝顕昭筆本(尊経閣文庫)、新出冷泉

家蔵本などの、伝本調査を並行して行うこ

ととした。 
 
２．研究の目的 
① 奥義抄伝本の調査、及び、正確な本文の
提供。近世書写本については、2016 年～2018
年に、伝本ごとに刊行する。 
② 新出歌学書の本文研究及び、内容分析。 
具体的には、疑開抄と和歌童蒙抄の関係を全
編にわたって明確にする。口伝和歌釈抄を注
解すると同時に、正確な本文を提示する。ま
た同一作品ではないかと言われる隆源口伝
との比較も行う。 
③ 既知の歌学書である、和歌色葉、和歌童
蒙抄の本文研究及び、内容分析を通じて、平
安歌学史を見通し、如上の歌学書を歌学史の
上に位置付ける。 
 
３．研究の方法 
① 奥義抄の本文研究。 
奥義抄の伝本は比較的多数残されており、そ
れらを可能な限り調査の上、正確な本文を確
定する。 
② 注解作業 
口伝和歌釈抄、和歌童蒙抄の注解作業を行う。 
③ 平安期歌学史論の提示 
和歌童蒙抄を中心に、平安中期歌学書の説が
どのように享受され、何が変化していったの
かを明確にする。 
 
４．研究成果 
①本課題の中心となる奥義抄の江戸期写本
及び版本の翻刻を公刊した。また、調査の過
程で、所在不明であった日本歌学大系の使用
底本を発見することができたので、これを対
校本文として異同一覧を付した。 
②奥義抄古鈔本については、調査、本文研究
を完了しており、古鈔本集成を刊行の予定で
ある。 
③新出歌学書である口伝和歌釈抄の正確な
本文を提示し、これに注解を加える作業は継
続して行い、第四集を刊行した。 
④日本歌学大系に収録される平安期歌学書
のうち、和歌色葉については、最善本を選び、
これを校本の形式で提供した。 
⑤平安歌学史の鍵となる和歌童蒙抄につい
ては、注解を完了した。これについては、研
究成果公開促進費(学術図書)の交付を受け、
平成３０年度に刊行の予定である。また、未
解決の問題であった異本、流布本成立の先後
については、〔雑誌論文〕③、④において調
査結果及び、結論を示した。 
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